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長部礫岩

この礫岩は岩手県陸前高田市今泉畏部から宮城県本吉郡唐桑町にわた

る地域に分布し古生界ペルム系に属する坂本沢層の上部から片倉層の

層準に位置する.この層準の上位には登米層か重畳する.北上山地

では長部礫岩は山崎礫岩や大洞礫岩と共に薄衣礫岩として一般に知

られている.礫質は花筒岩類斑岩類塩基性岩類安山岩質岩類

凝灰岩チャｰト粘板岩石灰岩などで一般に円礫カミ多い.これ

らの礫の供給源については氷上山花開岩説あるいは大陸説などがある.

写真にみられる礫は細長く伸びて変形しているが堆積後の榴曲運動や

榴曲構造と密接た関係があると言われている.匁お長部の海岸に露

出するこの礫岩は近傍の広田花開岩の熱変成をうけてホルンフコ･ルス

となっている.ともあれ東北日本のペルム紀に関する地史の解明の

ために長部礫岩に関する多方面の研究課題が残されている.

(文神戸信和写真正井義郎)

表紙の写真
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